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　　　　　放射能泉に關する研究
　　　　　　　　　　　　（XXIV）
放射能泉飲用と食餌性過血糖，賊心老化による影響
岡山大學放射能泉硯究所内科?
永
　著者は前SFN　t：Dに於て放射能泉（増富A49
號泉及び三朝温泉の5源泉）の飲用が家兎の
食餌性並にアドレナリン過血糖を抑制するこ
とを報告した・
　今回は日本第2位の放射能泉である池田鑛
泉の飲用が同じく家兎の食餌性過」血糖を抑制
すると共に，50日間の感能により著しくその
作用が減弱する事由を報告する
　實瞼方法並に池田鑛泉の分析表に就ては前
報告を参照していだたきたい・．使用した源泉
は第4號泉で，第1回転實瞼は探取の翌日三
朝に煽て施行し，當日のラドン含有量は755
マツへであった・50日後に於て試料の放射能
?
は研究所の水道水よりも劣る朕態であった・
泉水の貯藏はすり合せのよいかラ入瓶に充た
して密栓，暗所に保存したのであるが，二二
中多少の沈澱が生じるのを防ぎ得なかった・
　　　　　　　實験成績
　第1表並に第1圖に示した様に新鮮な池田
画面の飲用は水道水に比し家兎の食餌仕過∫血i
糖を著明に抑制する，分散分析法により楡定
するとその差はα＝0・05E’有意である・圖に
明な様に鑛泉による過通L糖の抑制は主思後2
時索話で，1血糖値が正常に戻ってからは封照
との聞に差が認められない・
第1表　　放射能泉飲用と食餌四過血糖（池田一嘗）mg！d1
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　50日聞貯回した同一泉水使用の場合は第2
表並に第2圖に示した・第1回實三時は3月
下旬であり，貯藏鑛泉水の二二は5月中旬に
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第2表　　放射能泉飲用の食餌性過血糖（池田鑛泉）
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　　（工／2－v）と（1－V）凝ヒ較卒均纏通の差の検定
行われた爲，季節の影響を考慮して蜀照實瞼
は再度反復した・雫均値で比較すると飲用後
1時其迄は貯藏鑛泉水が水道水に比し過血糖
を抑制している様にみえるが，槍定してみる
とα＝o・⑪5でも有意の差を言登明できなかった・
　　　　　　考　　　按
前報告に於て増富A49號泉の飲用による
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食餌性過血糖の抑制作燭が飲用後4時尺野にわ
たり明に認められることを述べた・増富A49
號泉水はその固形域分の含有量に於て池田鑛
泉と殆ど同様な組成を持つ源泉であるが，實
験當日のラドン含有量は凡そ1830マツへで
あり，從って今回の實験における池田鑛泉試
料よりは遙に強い放射能を保持した状態で實
験が行われたのであった・
　今回の池田鑛泉による實験成績をみると，
その過」血糖抑制作用は増富A弱言泉に於け
るよりは輕度であったが，50日間の貯藏によ
り著しく作用が減弱した鮎が侍異であった・
之に反し前報告に於て述べた様に，三朝盈泉
山田匪共同湯に於てはその30日闇の貯藏に
よっても新鮮温泉水と著しい差のない作用が
認められたのであった・三朝盗泉は固形成分
の質に於て増富や池田とよく似た組域の混
泉であるが，『その量は増富や池田の1／6乃至
1／10程度であり，放射能に關してもラドンに
就ては後者の凡そ1110程度の含有量を示す
に過ぎない・
　之等の事實を綜合すると，放射能泉の飲肘
が食餌性過拍止糖を抑制すること，並に泉水の
ラドン含有量：が高いほどその過舶L糖抑制作用
に關してラドンの占める役割が大きくなるこ
とがうかがわ才しる・
　　　　　　　結　　論
　1）強放射能泉である池田鋳泉の飲用は食
餌性過血糖を抑制する・
2）50日聞の貯藏により同鑛泉の過thL糖抑
制作用は著しく減弱して，胸照との間に有意
の差を示さなくなった．
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